
二人のmomo展
山のさしこ・海の刺し子

山形県長井市はその昔、最上川舟運の最終発着場

であり置賜地域の物流拠点でした。 

北前船の寄港地であった山形県の酒田港から運ば

れてきた様 な々地域の刺し子や、上杉の城下町であ

った隣町の米沢市からも刺し子の文化が流入して来

たといわれています。 

花雑巾をはじめとして様 な々用と美が一致した、日々

の暮らしに溶け込む『長井さしこ』は主に日用雑貨

や壁面装飾、装身具などに施され今も尚、現代の流

れに寄り添いながら大切に受け継がれています。 

 

momosashico 長井さしこ® ──大竹桃子氏 
美しい刺し子の花ふきんに出会い、東京から山形県長井市
にて技術を習得し『momosashico 長井さしこ®』として、
先人が残した日本の伝統工芸『長井さしこ』を通じて現代
の『ケの美』を伝えるべく国内外で活動中。

会場／旧森田銀行本店 
〒913-0045 福井県坂井市三国町南本町 3-3-26 
定休日：月曜日
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■主催／安島モッコの会 
■後援／福井新聞社  FBC  福井テレビ  FM福井  福井ケーブルテレビ  さかいケーブルテレビ  ふくいSDGsパートナー  福井アートプロジェクト   
            坂井市  坂井市教育委員会  ふるさと長井会  一般財団法人置賜地域地場産業振興センター 
■協力／安島区  安島青年団  イエティワールド株式会社  坂井市龍翔博物館  （五十音順） 
■お問い合わせ／福井県坂井市三国町安島26-34（工芸ギャラリー） TEL.090-4324-8628

三国町安島の海女が昔、仕事の合間に行っていた

刺し子。後に女性が自分の着物に刺し子したもの

を「モッコ」と呼び、とても細かい縫目が特徴。この

北前船が運んできた安島の海女文化を後世に残

していく活動をしています。 

 

安島モッコ刺し──坂野上百恵氏 
安島生まれの安島育ち。安島の刺し子に出会い魅了され、
その技術を研究、復活させる。「安島モッコの会」会長・技
術指導者・作家。2016年より安島の刺し子の復活に携わり
普及活動に従事。


